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令和７年度公共事業再評価調書 担当課名　

3

5 工事着手年度 8

(1)事業目的

(2)事業内容
1,200 ｍ

940 ｍ

260 ｍ

(1)事業を巡る社会経済情勢等の変化

(2)事業の投資効果
　○費用便益分析結果 （令和 7 年度時点）

・総便益（B） 59.6 億円

・総費用（C） 58.3 億円

　○見込まれる効果（定性的な効果）

(3)事業の進捗状況 （令和 7 年度見込み）
進捗率

10.9% （ 848 百万円 ／ 7,800 百万円 ）

0.0% （ 0 ｍ ／ 940 ｍ ）

0.0% （ 0 ｍ ／ 260 ｍ ）

51.1% （ 11,500 ㎡ ／ 22,500 ㎡ ）

評価

評価

(1)対応方針（案）

本事業を 【 】 する。

(2)理由

資料2(様式１)

番号 7

事　業　名 道路改良事業 事業主体 静岡県

道路整備課

再評価理由※ 事業着手(R3)後　5年が経過

箇　所　名 一般県道下土狩徳倉沼津港線（狩野川第三架橋） 関係市町 清水町、三島市

事業採択年度 令和 年度 計画期間 令和3年度　～　令和19年度

用地着手年度 令和 年度 令和 年度

全体事業費
百万円 投資状況

（百万円）

～R5年度 R6年度 計

7,800 460 63 325 848

R7年度見込

【視点２】

・整備に対する地元の期待も高いことから、定期的に地元説明会を開催し、地元の要望に応えながら、
事業進捗を図ることで、計画期間内の完成が見込まれる。

【視点３】 ・現場から７km近隣にあるストックヤードを活用し、建設発生土の有効利用することで、土工費削減を
図っていく。
・盛土区間において軟弱地盤対策が必要であるため、新技術・新工法の活用を検討するなどして、コス
ト縮減を図っていく。
・供用後、特に腐食が懸念される桁端部等に対して、塗装の増塗による長寿命化対策を実施し、ライフ
サイクルコストの縮減を図る。

新たなコスト
縮減・代替案

立案等
の可能性

今後の
事業の進捗
の見込み

対応方針
(案)

継続が妥当

継続

　本事業は、狩野川を新たに渡河する橋梁であり、安全で円滑な交通を確保するとともに、大規模災害
時の輸送機能確保を図るものである。事業に対する地元の期待が大きく、着実な整備が期待できること
から、事業を継続する。

（建設費：58.29億円、維持管理費：0.41億円、用地残存価値：0.44億円）

    ・渋滞の緩和により、公共交通機関の定時性が向上し、地域住民等の利便性向上に寄与
　　・円滑な交通を確保することで、交通事故の抑制が期待され、安全性向上に寄与
　　・災害時のリダンダンシーの確保

内　訳

B/C（i=4%） 参考:B/C（i=2%） 参考:B/C（i=1%） EIRR

1.0 1.7 2.2 4.1%

施工延長：

道路工：

橋梁工：

事業概要

事業の
必要性

事業量

事業費

道路工

橋梁工

用地取得

区　分

【視点１】

・徳倉橋の交通量はH27、R3センサスともに180百台であり、徳倉橋周辺で交通集中による慢性的な渋滞
が発生している。
・徳倉橋周辺の交通事故件数は、R2～R5年で38件発生している。
・本路線が接続する予定である（都）玉川卸団地線周辺は、マスタープランでコアゾーン（人々が　集
まる拠点）に位置づけられており、令和6年4月に土地区画整理組合準備委員会が発足された。

　狩野川第三架橋は、狩野川を新たに渡河する橋梁である。現在、清水町内で狩野川を渡河できるのは
徳倉橋、香貫大橋のみであり、交通集中による慢性的な渋滞が発生しているため、本事業により周辺地
域の慢性的な渋滞を緩和し、安全で円滑な交通を確保する。

継続が妥当

（走行時間短縮便益：48.83億円、走行経費減少便益：8.20億円、交通事故減少便益：2.58億円）



総括表

 総費用Ｃ 5,826百万円

Ｂ／Ｃ 1.02

総便益

総費用

　総費用　Ｃ＝　5826百万円
　　事業建設費　Ｃ＝　5829百万円
　　評価期間内に必要な維持管理費　Ｃ＝　41百万円
　　用地残存価値　Ｃ＝　44百万円

○時間便益 ： 道路整備による走行時間短縮を賃金率等で金銭評価
○走行便益 ： 走行円滑化による燃費向上等に伴う走行経費節約を金銭評価
○事故減少便益 ： 道路整備により交通事故件数が減少し事故の社会費用が減少する評価

○施設等の残存価値
　　評価期間末における施設等の残存価値を社会的割引率4％で現在価値化する。

　総便益　Ｂ＝　5961百万円
　　移動時間短縮便益　Ｂ＝　4883百万円
　　走行経費減少便益　Ｂ＝　820百万円
　　交通事故減少便益　Ｂ＝　258百万円

※

○事業建設費 ： 建設費用を算出基準年次の価値で評価するために各年度ごとに割引率をかけ、合計したもの
○評価期間内に必要な維持管理費 ： 整備延長に対する年間維持管理費用に割引率をかけ、供用後50年間を
合計したもの。
○用地残存価値 ： 検討期間後の残存価値を現在価値化したもの。

費用＝［当該計画道路の建設投資額］
　　　　　　　　　　　　　＋［当該計画道路の検討期間内に必要となる維持管理費］

費用便益比算出説明書

（一）下土狩徳倉沼津港線　狩野川第三架橋
　（「費用便益分析マニュアル」国土交通省道路局 都市局 令和7年2月）

 総便益Ｂ
総便益＝［評価期間内に当該路線を整備しなかった場合に発生する経費］
　　　　　　　　　　　　－［評価期間内に当該路線を整備した場合に発生する経費］

5,961百万円












